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ツバキ科のためチャドクガが発生するこ

とがある。発生初期の幼虫は日中、葉の

裏側に隊列を組んでいるので、比較的簡

単に除去できる。大きくなると拡散する

ので早期に駆除する。 

花は新梢の葉腋につける。美しい自然樹

形を生かすよう剪定したい。落葉期に枝

抜き剪定にて樹形を整える。あまり枝を

横に広げないため狭い場所でもまとめや

すい。 

日照は１日数時間あるような環境が適し

ている。独立樹としてよりは、建物や他

の常緑樹に沿わせて配植したり、道路や

建物からの輻射熱を緩和できる場所がお

薦め。乾燥を避け充分灌水するとよい。 
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姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ ○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ナツツバキに比べ、葉も花も小ぶりだが、箱根

周辺に大木があり、肌色の幹が独特の景観をつ

くる。 

Memo 

新緑、樹形、白い花、紅葉と滑らかな赤褐色を

呈する樹皮の美しさなど魅力が多い。落葉期を

含め四季折々に観賞ポイントがある。ナツツバ

キより葉、花ともに小振りで清楚な感じの樹。

開花は初夏、梅雨空に瑞々しい新緑と白い一日

花（1日咲いて萎む花）が爽やかに映る。 

生長：やや速い 

幹肌が観賞ポイント 
特 記 

ツバキ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

ヒメシャラ  [ 姫沙羅 ]  

シジュウカラ 
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